
      

①
政
友
み
ら
い 

②
葛
生
西
３-

１
２-
７ 

③(

85)

２
６
４
５ 

④
台
風
第

19
号
で
被
災
さ
れ
ま
し
た

皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
復
旧
、
復
興
、
被
災
者
生
活

の
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

県
内
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
、
昼
夜
を
問
わ
ず
災
害
対
応
を

さ
れ
ま
し
た
市
職
員
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
消
防
団
員
な
ど
多
く
の
方
々

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も

人
づ
く
り
・
夢
の
も
て
る
街
づ
く
り 

・
心
の
通
い
合
え
る
街
づ
く
り
を
モ

ッ
ト
ー
に
市
民
の
皆
様
と
共
に
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
せ
る
街
づ
く
り
の

実
現
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。 

 

      

①
政
友
み
ら
い 

②
下
羽
田
町
１
０
３
１-

３ 

③(

22)

６
０
１
７ 

④
台
風
第

19
号
は
本
市
に
甚
大
な
災

害
を
も
た
ら
し
、
比
較
的
災
害
の
少

な
い
地
域
と
し
て
驚
愕
の
事
態
と
な

り
、
超
越
し
た
降
雨
災
害
は
市
民
の

不
安
を
煽
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
の
発
生
時
期
、
規
模
、

場
所
は
不
確
定
で
あ
る
こ
と
が
露
呈

さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
大
災
害
を
教
訓
に
強
固
な

イ
ン
フ
ラ
、
人
命
最
優
先
を
市
の
最

重
要
課
題
と
し
た
市
民
と
協
働
の
安

心
安
全
対
策
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

心
血
を
注
い
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
行
政
、
議
会
と
も

復
旧
復
興
に
心
血
を
注
ぎ
ま
す
。 

      

①
蒼
生
会 

②
堀
米
町
８
１-

７ 

③(

22)

８
５
２
３ 

④
台
風
第

19
号
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

皆
様
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興
に
向
け

て
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。 

 

猛
暑
、
豪
雨
、
多
く
の
台
風
、
地

震
に
よ
る
災
害
に
対
応
し
、
次
世
代

に
誇
り
を
も
っ
て
繋
ぐ
社
会
を
つ
く

る
た
め
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
環

境
の
改
善
、
高
齢
社
会
に
対
応
す
る

健
康
寿
命
の
延
伸
。
安
全
安
心
の
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
。
産
業
振
興
、
移
住 

・
定
住
の
推
進
を
図
り
、
安
心
し
て

暮
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
投
球
致

し
ま
す
。 

山菅 直己 

篠原 一世 

 

議 会 か ら こ ん に ち は  2 0 2 0. 1 . 1  ⑨  

飯田 昌弘 


